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れる。

須恵質・土師質という言葉の本来的な意味を用いるならば、この陶棺は土師質陶棺である。また、

須恵器的な技法を用いて造形され、須恵器窯で焼成されていることを重視すれば、須恵質陶棺 とす

る意見も当然出てくるであろう。 しかし、意図的に酸化炎焼成を行って赤色系の発色を望んだもの

なら、須恵器窯で焼いたものであっても土師質陶棺と呼んだほうがよいのではないだろうか。

最近、岡山県古代吉備文化財センターが調査を行った熊山町土井遺跡の埴輪窯でも陶棺が出土し

ている°ヽ 2基が確認された埴輪窯は須恵器窯と同様の登窯である。現地説明会で見た限りでは、焼

成された埴輪の中に須恵質のものは見あたらず、陶棺も典型的な土師質陶棺である。この例も窯で

焼成しながらも土師質に焼成しているものと考えられる。
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第 6節 備 中南部 における須恵器生産の展開

備中地域では最古の須恵器窯跡として総社市奥ヶ谷窯跡
(1)が
存在する。5世紀前半の小規模な窯跡

で、単発的な創業であると考えられている。この後、6世紀後葉の倉敷市江田池窯跡群
°)まで、150

年近くの空白期が存在する。江田池1号窯跡では蓋杯や千鳥透かしを持つ長脚の高杯が採集されてお

り、TK43に併行すると考えられる。寒田窯跡群4号は先述のとおり、TK209に併行する時期に操

業を開始しており、江田池窯跡群に続く時期のものである。また、備中南部では金光須恵窯跡群も

TK43の操業開始と言われている°)が、公表された資料が少なく、詳細は不明である。

江田池窯跡群、寒田窯跡群が操業開始した6世紀後半から7世紀初頭にかけて、吉備では総社市こ

うもり塚古墳・江崎古墳と最後の前方後円墳が築造される。この時期の吉備は井原市浪形で産出す

る浪形石製の家形石棺によって示される紐帯で結びつけられている
に)。

また、その被葬者が寒田窯跡群の操業開始に重要な役割を演じたと考えられる真備町箭田大塚古
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墳は、吉備中枢地域へ浪形石製石棺を運ぶルー ト沿いに位置すると考えられるにも関わらず、浪形

石の石棺は納められていない。しかし、その墳丘直径は約45mと吉備中枢の盟主墳である江崎古墳

(墳長45m)を体積で大きく上回つている。これは、前方後円墳ではないが、吉備中枢を凌駕する墳

丘を築けるほど、小田川流域の勢力が大きく成長していたことを示すものであろう。備中南部には

高梁川東岸の吉備中枢勢力と、その風下に位置しながらも興勢途上の高梁川西岸(小田川下流域)勢力

が並立していたと考えられる。

こうした政治情勢のなか、まず吉備中枢勢力により江田池窯跡群が操業を開始し、若千遅れて高

梁川西岸勢力の主導によって寒田窯跡群が小田川の支流真谷川沿いに操業を開始したと考えられる。

寒田窯跡群4号に続く時期、正確には寒田Ⅱ期以後、窯の数は格段に増加し、生産の拡大をうかが

わせる。総社市くもんめふ2号窯
15yの
杯蓋は日径 1 3cm前後から始まり、ヘラケズリが省略されたもの

ばかりである。金光町上竹西の坊102号窯⑥、倉敷市道口窯“ヽ 同二子律I堂奥3号窯
181は
杯蓋の直径

が12cm前後で、上竹西の坊1号窯、道口窯はヘラケズリが確認でき、上竹西の坊2号窯・二子御堂奥

3号窯ではヘラケズリが省略されている。蓋杯の直径及び調整とあわせて、これら5基の窯跡からは

長脚二段透かしの高杯や提瓶が確認できず、寒田Ⅱ期以降の操業開始と考えられる。こうした窯の

増加の背景は、やはり前方後円墳廃絶後の群集墳形成に伴う需要増大にあったことは想像に難くな

い。

また、この時期以後、つまり7世紀前半以後、吉備中枢地域において有力首長墓は知られていな

い。須恵器も集中した生産は行われず、二子御堂奥窯跡群、くもんめふ窯跡群、末の奥窯跡群など、

数基単位の操業に分散する:瓦生産を行うところもあるがいずれも8世紀前半には操業されなくな

る。

対する高梁川西岸では、7世紀中葉に切石に近い横穴式石室を持つ大型方墳、矢掛町小迫大塚古墳

が築かれる。高梁川西岸(小田川下流域)勢力と吉備中枢勢力の力関係が逆転した結果と考えることも

可能であろう。寒田窯跡群を含む玉島陶古窯跡群は備中最大の須恵器生産地となっていく。もちろ

ん須恵器の生産には土や燃料となる木材の問題もあろうが、玉島陶地域が備中最大の須恵器生産地

になっていく背景には、奈良時代の吉備真備輩出につながる高梁川西岸勢力の興勢があったと考え

られる。
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